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組合TOPICS

企業組合木間加工センター

山口県自動車整備商工組合

みどりの風協同組合

　10月４日、当組合では、修学旅行で萩市を訪れた埼玉県の高校生27名を受け入れ、『ざる豆腐作り体験』を
実施しました。
　原川理事長からの萩市や木間地域についての紹介を交えた歓迎の挨拶の後、ざる豆腐作りに取り掛かりました。

　生徒らは豆腐の作り方の他、木間地域のことなどにつ
いて組合員と話しながら、大豆をミキサーにかけ呉汁に
した後、焦げ付かないよう鍋を混ぜ、煮えた呉汁をこし
袋により、豆乳とおからに分けるなど、およそ１時間の
作業を行い完成の際には歓声が上がりました。
　最後に、参加者は組合で事前に作ったおからサラダと
作りたてのざる豆腐をその場にて食べました。
　参加した生徒からは、「意外と簡単に作ることができて、
楽しかった」との声がありました。
� （連携支援第一課　竹中）

　自動車整備業界では、若者の自動車離れや自動車整備士を目指す者が減少し、問題となっています。そんな
中、山口市内の中学２年生の３名を対象に、初めての試みとなる整備体験学習を９月20日、21日の２日間実施
しました。
　初日は、国の自動車検査場を見学した後、エンジンの構造な
どカットモデルや実際に動くベンチエンジンで作動体験をしま
した。また、停止している無人の自動車を遠隔操作し、ワイパー
やヘッドライトを操作する体験をしました。２日目は、ベンチ
エンジンを実際に分解し、タイミングベルトの交換作業等を行
いました。
　参加者からは、複雑なエンジンの仕組みや作業の難しさ、工
具の多さ等に対し、驚きや感動の声が聞かれました。また、１
名から「将来、整備士になりたい」との発言もあり、主催者側
も感動した体験学習となりました。�（連携支援第一課　竹中）

　10月14日、山口市阿東の船方農場の牧草地にて、みどりの風協同組合主催による恒例の「ホルンフェスティ
バル」が開催されました。
　オープニングイベントとして「山口ホルンクラブ」による、金管楽器のホルンで、多くの人が聞いたことの
ある楽曲の演奏が行われ来場者は見事な演奏に聴き入っていました。
　メインイベントとなるアルペンホルンの演奏とアルペンホルン
の体験では、参加者の多くが初体験となるアルペンホルンを吹き、
直ぐに音が出る人もいれば、なかなか出ない人がいるなどで盛り
上がりました。
　同組合では、11月18日にも「船方農場祭り」として、仔牛体重
当て、新米つかみ取り（１回200円）、花つりゲーム、もちまき等
のイベントの開催を予定しており、どのイベントも誰でも参加で
きるイベントとなっていますのでご家族お誘いの上ご来場お待ち
していますとＰＲされました。� （連携支援第一課　田中）

整備体験学習の開催

秋晴れの中！ホルンフェスティバル開催

『ざる豆腐作り体験』を実施
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　10月18日、宮崎県仙台市「江陽グランドホテル」にて、平成30年度レディース中央会全国フォーラムin宮城
が開催され、本会監事である河地香代子氏（企業組合みんと村�理事長）が参加しました。本フォーラムは、
今後の組合の活性化のため、組合女性部等の特色ある取組や、組合等の活動に女性を活かす取組など、具体的

な事例を通じて学ぶことを目的に開催されました。
　基調講演は、「人生を愉しむハッピーキャリア
の法則」と題して㈱morich代表取締役�森本�千賀
子氏より、今世の中に求められている女性リーダー
を育成するには、前倒しキャリアを意識し背中を
押してあげることが大切、といったお話がありま
した。
　続く分科会では３つのテーマに分かれて組合女
性部、女性の活躍に向けた方策について意見交換
が行われました。� （管理・企画課　平田）

湯田温泉旅館協同組合

山口県うに協同組合

　組合で開発した温泉水を使ったミスト「ゆだう
るる」が、期間限定でハローキティ新幹線車内に
て販売されることになりました。
　ハローキティ新幹線とは新幹線がハローキティ
とコラボレーションした特別車両で、新大阪－博
多間を運行しています。ハローキティが案内人と
なり、期間限定で西日本の地域を取り上げ、地域
といっしょに魅力を発信する企画の中で、現在、
山口フェアとして当組合の「ゆだうるる」が販売
されています。フェアは12月25日まで行われる予
定です。組合では「人気の高い新幹線車内で販売
することで、湯田温泉のPRに繋がれば」と取り
組みを進められています。�（管理・企画課　平田）

　10月20日、山口県うに協同組合は、下関市の赤間神宮
にて、今年で、60回目を迎える「うに供養祭」を開催し
ました。当日は、下関市内の組合員並びに来賓、関係機
関等約70人が参列しました。
　神事を行った後、放流の儀として、ムラサキウニ約
500匹を近くの関門海峡に放流しました。また、今回は
記念すべき60回という節目から、「もちまき」も行われ、
日頃のウニに感謝するとともに、来年の豊漁を祈願しま
した。
　同組合では、瓶詰うにを使った料理レシピコンテスト（今
年は台風で中止）を開催するなど、消費拡大を目指して
積極的に組合活動に取り組んでいます。詳しくはホーム
ページまで（https://uni.or.jp/）� （下関支所　山根）

ハローキティ新幹線車内で販売中

第60回「うに供養祭」を盛大に開催

レディース中央会全国フォーラムin宮城に参加

組合TOPICS
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中央会役員インタビュー

中央会役員インタビュー
■工業会について教えてください
　めっきを中心とした表面処理を行う事業者で山口県鍍金工業組合
を組織して活動してきましたが、平成25年、中国地方の４組合で中
国表面処理工業組合として合併しました。その際、県内の行政との
窓口を残すため、工業会を組織しました。
　現在も、前身の山口県鍍金工業組合と同様の活動を続けており、
山口県産業技術センターと連携して巡回指導実施や研修会開催など
を行っています。

■工業会のPRをお願いします
　めっきはものづくりには欠かすことができない重要な技術です。
これからも産業技術センターと連携して互いの英知を持ちより、研
鑽を続けて参ります。

■趣味や好きな言葉、座右の銘などを教えてください
　14年前から声楽を始め、縁があって地元のラジオ局（ＦＭわっしょ
い）で週１回、音楽談義の番組を担当しています。好きな言葉は「欠
点は弱点ではない、立派な個性である」です。

■組合について教えてください
　当組合は、昭和57年９月に、原材料の安定供給と製造過程で発生
する汚水処理を共同で行うことを目的に設立しました。現在では、
配送についても共同化を行うとともに、太陽光発電施設を設置しエ
コ事業についても活動を行っています。また、11月15日は「かまぼ
この日」として、記念事業の一環として様々な取り組みを行ってお
り、さらに、地元の産業について次世代へと伝えるため、小学生・
高校生の工場見学、大学生のインターシップ研修等も年間を通して
積極的に行い、社会貢献にも取り組んでいます。

■組合のPRをお願いします
　地元産品である蒲鉾等の練り製品を地元の人にもっと知ってもら
うために、近隣の漁協、農協、婦人会等を巻き込んで、毎年、11月
には「下関蒲鉾ふれあい祭」を盛大に開催しています。今では、地
域の恒例行事として定着し、昨年10回目の節目を迎えました。

■趣味や好きな言葉、座右の銘などを教えてください
　座右の銘は、「おいしいものを作ることに妥協はない」です。
　趣味は、囲碁です。

〈組織概要〉
山口県表面処理工業会

住　所　防府市浜方古浜62－１
ＴＥＬ　0835－22－2810

〈組合概要〉
吉見安岡蒲鉾協同組合

住　所　下関市大字福江字新免1487番地
ＴＥＬ　083－258－4797

中国電化工業株式会社　取締役社長
中国表面処理工業組合　理事長

株式会社奥野寿久商店　取締役会長

山口県中小企業団体中央会
理事　東　佳範 氏

（山口県表面処理工業会　代表）

山口県中小企業団体中央会
理事　奥野　丞 氏

（吉見安岡蒲鉾協同組合　理事長）
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特　集

平成30年度中小企業労働事情実態調査の概要（山口県版）

１　経営状況
　（図１）経営状況は、「悪い」とする事業所
の割合が減少し、「良い」「変わらない」とする
事業所が増加している。

１　調査時点　平成30年７月１日
２　調査対象　800事業所
３　回 答 数　405事業所
４　回 答 率　50.6％

　本調査は、毎年度、各都道府県中央会が従業員300人以下の事業所を対象に、全国統一の調査票で実施
しています。本年度は経営状況、従業員の労働時間、従業員の年次有給休暇の取得状況、新規学卒者の採
用充足状況、長時間労働への対応状況、無期転換ルールの認知状況、賃金改定状況等についての調査を行
い、概要を過去４年間と比較し取りまとめました。（会報ではその一部を紹介し、詳細は中央会ホームペー
ジに掲載の予定です。）

特集

２　従業員の労働時間
　（図３）週所定労働時間は、「40時間」が50.4％と
最も多く、全体の約５割で推移している。平成29年
度と比べ「38時間超40時間未満」が3.4ポイント増
加し、「38時間以下」と「40時間超44時間以下」が
減少している。

　（図２）直面している経営上の障害は、平成29年
度に比べ、「人材不足（質の不足）」、「労働力不足（量
の不足）」、「原材料・仕入品の高騰」を経営上の障
害とする事業所が増加している。

（％）
（図１）経営状況
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�
３　従業員の年次有給休暇の取得状況
　（図４）年次有給休暇の平均取得率は、「70〜100％」
が23.6％で最も多く、次いで「50〜70％未満」が
23.3％となっている。

（図6）長時間労働への対応状況（複数回答）
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�
４　新規学卒者の採用充足状況
　（図５）平成30年３月の新規学卒者の採用充足状
況は、平成29年度よりも「事業所数」・「採用計画人
数」・「採用実績人数」が上がっているが、「充足率」
は悪化している。新規学卒者の採用状況は悪化傾向
にあり、必要な人数が確保できていない状況である。

�
５　長時間労働への対応状況
　（図６）長時間労働への対応状況は、全国、山口
県とも「人員の増員・配置見直し」が最も多い。

�
６　無期転換ルールの認知状況
　（図７）無期転換ルールの認知状況は、「知っていた」
が57.3％で、全国の63.8％に比べ6.5ポイント低い。

�
７　賃金改定状況
　（図８）平成30年１月１日から７月１日（調査時点）
までの賃金の改定状況は、「引上げた」、「７月以降
引上げる予定」が平成29年度に比べ増加している。「引
下げた」、「今年は実施しない」、「未定」はともに減
少している。「引上げた」とする事業所が平成26年
度以降増加傾向にある。

平成30年度中小企業労働事情実態調査ご協力方お礼
　組合及び組合傘下の組合員企業のご協力により、今年も調査結果がまとまりました。
本会会報「山口県の中小企業」11月号に掲載した当該報告をもちまして、報告書
にかえさせていただきます。本調査の実施に当たり、ご多忙中にもかかわらずご
協力をいただきまして、誠にありがとうございました。今後ともご協力を賜りま
すようよろしくお願い申し上げます。
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山口県の逸品／ものづくり補助金活用事例紹介

山口県の食に関わる組合をご紹介します

　企業組合岩国尾津っこは、岩国市尾津地域にお
いて、岩国れんこんを中心とした地域資源の農産
物等の生産、加工、販売の一本化（農業の６次産
業化）による付加価値を創造することにより、雇
用と所得の向上を図り、地域の再生、活性化を図
ることを目的に設立されました。今回は、そんな
企業組合岩国尾津っこの商品である「岩国れんこ
んの加工品」を紹介します。

◆岩国れんこんの加工品
　「岩国れんこん」は、地元藩主吉川公の支援も
あり、温暖な気候と豊かな錦川の水に恵まれた岩
国市南部のデルタ地帯で、江戸時代後期から栽培
されており、全国トップクラスの出荷量で、地元
の特産品として根付いています。肉厚で、しっか
りした粘りとホクホク感の両方をあわせ持つ山口
県自慢のれんこんです。一般のれんこんは穴が８

つですが、岩
国れんこんは
穴が９つある
の も 特 徴 で
す。
　そんな岩国
れんこんを使
用した加工品
として、お湯でもどすと約５倍量になり煮物にすぐ
使える「干しれんこん」、いりこと醤油の自然な旨
味が感じられるピリ辛でお酒やごはんのお供の「つ
くだ煮」、こりこりと歯切れの良さがクセになる

「しょうゆ煮」を製造されております。
　これらの商品は、岩国市多田にあるJAファーマー
ズマーケット「FAM’S（ふぁむず）キッチンいわ
くに」等で販売していますので、是非ご賞味くださ
い。

組合名　企業組合岩国尾津っこ
理事長　石飛　久江
住　所　山口県岩国市尾津町３丁目５－50
電話番号　0827-31-0295

岩国れんこんの加工品

企業組合岩国尾津っこ 岩国市

平成26年度補正
（事業類型）　�　革新的サービス　一般型　

試作開発＋設備投資型
（会社概要）　�　当社は、昭和48�年創業以来、

お客様に最新の制御システムを
提案し、生産現場での困りごと
を一つ一つ丁寧に解決し、地域
の皆様に「わくわく、ドキドキ、感動」を提供してきました。最先端の技術を常に
取り入れた「ソリューションパートナー」として、時代の変化に則したモノづくり（制
御システムの設計開発）を続けています。

（事業概要）　�　食料品・医薬品・化粧品（三品市場）分野におけるユーザーの多種多様なニーズを解決させる為、
製品のピッキング・整列・箱詰め・パレタイズなどの工程に
対して、具体的な解決策をユーザーの目で見てもらう事が出
来るパラレルリンクロボットのデモシステムを構築しました。そ
の結果、システム導入の提案・ロボット選定・システム構築・
メンテナンスまでを、ユーザーにより近い場所において実現す

ることが出来ました。
また、従来の専用装
置に比べ、安価で高
速化したシステムが可
能となりました。

「ものづくり補助金活用事例紹介」シリーズ その66

代表取締役社長
福本　秋成 氏

　中小企業三品市場向けロボットシステムにおい
て、ユーザーからの実ワークでのテストにて具体
的提案をすることが出来、また、故障時の早急な
修理対応に応じられる、小回りの利く強みを発揮
させていきたいと思っています。中小企業におけ
る共通の課題を克服し、新たなロボットシステム
の市場獲得、拡販に結び付け、当社のFA事業の
柱として確立させる所存です。

『三品市場に特化したデモ用ロボットシステム開発と事業化』

パラレルリンクロボット評価システム

払出コンベア 判別カメラ
供給コンベア2

パラレルリンクロボットコンベア
制御盤

供給コンベア1
ロボットコンベア2

ロボットコンベア1

新立電機株式会社
〒744－0002　山口県下松市東海岸通り1－10
TEL：0833－43－6130　FAX：0833－44－0431
URL：http://www.shinritsu.co.jp/



8 山口県の中小企業 （2018年11月号）

景況動向

岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

業種別の景況
業　　　種 前年同月比 前月比

製

造

業

食 料 品 →
繊 維 工 業 →
木 材 ･ 木 製 品 →
印 　 刷 →
窯 業 ･ 土 石 製 品 →

一 般 機 器 →
輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →
小 売 業 →

商 店 街 →

サ ー ビ ス 業 →
建 設 業 →
運 輸 業 →
そ の 他 →

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

　９月の業種別景況の前月比ＤＩ値は14業種の内、

好転が２業種、昨年同等が９業種、悪化が３業種と

なり、全体の景況感ＤＩ値は８月と同様となった。

　運輸業では仕事量が増加し売上が伸びたとの報告

がある一方で、小売業では台風の影響により売上、

客数ともに減少したとの報告があった。

　山口県の中小企業は、原材料や燃料等のコスト上

昇が続き、多くの業種で人手不足が問題となってい

る。

月次景況調査結果
※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合

平成30年9月期
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景況動向

情報連絡員報告

製

造

業

食 料 品
○　山口ゆめ花博での菓子の販売は、物販が少ないので好調な様子。新山口駅や空港へ
の波及効果はまだ現れていない。� （パン・菓子製造業　山陽小野田市）

○　雇用情勢は依然として厳しく、それにつれて賃金が上昇し経営を圧迫している。
� （パン・菓子製造業　下関市）

繊 維 工 業 ○　工場の技術やクオリティにより、受注にかなりの差が出ている模様。
� （外衣・シャツ製造業）

木 材 ・
木 製 品

○　新築物件の受注は依然として少ないが、地区外に取引がある組合員は、ある程度の
成績を上げている。� （製材業・木製品製造業）

印 刷 ○　受注が徐々に増え始めている。� （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○�　相変わらず公共工事はほとんどなく、民間だけで凌いでいる状況。� （砕石製造業）
○�　生コン価格は安定しているが、値上げの動きがある。� （生コンクリート製造業）

一 般 機 器
○　業績は好調。仕事量は多いが、人材不足が問題。� （一般機械器具製造業　下松市）
○　自動車関連は好調。設備関係では、中国・東南アジアの注文が順調。
� （一般機械器具製造業　防府市）

輸 送 機 器 ○　豪雨災害により主要幹線道路が一部不通となり、特に鉄道車両部門において、資材
の入荷遅れが発生。生産計画の見直しを実施。� （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業
○　いりこが不漁で、入庫が少ない。� （乾物卸売業）
○　魚、トレイ、ガソリン代が高騰しているが、販売価格に反映できていない。ふぐは徐々
に値段が上がってきている。� （生鮮・魚介卸売業）

小 売 業

○　イベントを開催し、日頃より来客数が多かったが、売上はやや厳しい。固定客だけ
ではなく新規開拓を考えることが重要。� （各種商品小売業　山口市）

○　連休が２回あった割に客の来店が少なかった。客は地区内在住が大半を占めており、
高齢化等による購買力の低下を感じる。� （各種商品小売業　下関市）

○　台風の影響もあり、売上、客数共に前年を下回る状況。�（各種商品小売業　長門市）

商 店 街
○　燃料費等のコスト上昇や人手不足が改善されない。イベント時には来街者数はある
が、売上は伸びていない。� （山口市）

○　不透明感と沈滞ムードは変わらず。� （宇部市）
○　人の通りが少なく商店街に活気がない。� （萩市）

サービス業

○　涼しくなり、人出がある。午前中は忙しいが、売上は前年並み。� （美容業）
○　自動車整備士不足が深刻化してきており、将来の人材確保のため、中学生を対象と
した整備体験学習を実施した。� （自動車整備業）

○　家庭で洗濯出来るものの着用が増え、クリーニング需要が減少している。農繁期や
台風の影響もあるのか、業界全体として厳しい状況が続いている。� （普通洗濯業）

○　台風の影響で、売上が減少。� （旅行業）
○　連休や涼しくなったことにより、観光客の出足が伸び、売上が増加。� （旅館業）

建 設 業

○　公共工事発注のピークを迎え、仕事量は安定しているが、原油の高騰と人員不足が
問題である。相変わらずの工事作業員不足に加え、交通誘導員（ガードマン）も高齢
化により不足している。� （管工事業）

○　相変わらず工事量が少ない。豪雨災害の影響で、災害工事が発注されているが、人
手不足が問題となっている。� （土木工事業　柳井市）

○　先月に引き続き、豪雨災害復旧工事で忙しかった。� （土木工事業　周南市）

運 輸 業

○　収益が、対前年同月比で0.6％減少。ドライバー不足と高齢化により長・中距離運行
ができないため、収益減少につながっている。豪雨災害による広島方面の出荷減少も
一因とみられる。� （一般貨物自動車運送業　下松市）

○　輸送受注は、仕事量の増加と運賃の改善により、対前年同月比で約６％増加。業績
は好転しているが、相変わらず乗務員不足に苦しむ。（一般貨物自動車運送業　防府市）

○　前年同月より売上は増加し、収益状況も良い。� （一般貨物自動車運送業　宇部市）
○�　燃料単価は、対前年同月比で約15％高騰しており、タクシー事業者の収益は大変厳
しくなっている。� （一般旅客自動車運送業　周南市）

○　売上高は、対前年同月比で６％減少。固定客の減少、タクシー観光依頼の減少、待
合場所の減少等が影響している。� （一般旅客自動車運送業　下関市）

そ の 他 ○　千葉県及び福岡県の介護事業者が新規加入した。� （介護事業）

　地区・業種を代表する県内組合の役職員の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行政・
関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

平成30年9月期
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【受講対象】　組合役職員、青年部関係者等
【受 講 料】　無料
【お申込み・お問合せ】
山口県中小企業団体中央会　連携支援第二課
TEL（083－922－2606）

［こんな方にオススメ！］
　○組合を設立されたばかりの方
　○理事、監事又は事務局に就任又は就任予定の方
　○役員・事務局職員の方でスキルアップされたい方
　○中小企業組合士検定試験を受験したい方
　○組合の設立を考えておられる方
［中小企業組合士とは？］
　組合の職務の遂行に必要な知識に関する検定試験を行い、試験合格者の中から３年以上の実務
経験を有する者に対し、中小企業組合士の称号を与える制度

「2018年中小企業組合教室」開催

各20名

お知らせ／中央会ＰＲ

◆中小企業組合会計と
　組合関係税制
・組合特有の会計処理
・取引の仕訳について
・組合関係税制について　他
講師：税理士法人いそべ
　　　代表社員
 小平　敏彦　氏

平成30年11月16日㈮
 13:30〜16:00
ＫＫＲ山口あさくら
〒753-0064
山口市神田町２-18
TEL 083-922-3268

◆労務管理と労働関連法規
・ 有給休暇義務化の内容、対象・対象外となる従業員
・ 有給休暇取得日指定義務の具体的な内容
・採用における注意事項
・ 非正規社員の待遇（無転換ルール、同一労働・同一

賃金の原則）　他

講師：株式会社人事情報システム
　　　社会保険労務士
 村上　直美　氏
　　　弁護士法人牛見総合法律事務所
 弁護士　牛見　和博　氏
平成30年11月26日㈪
 13:30〜16:00
ＫＫＲ山口あさくら
〒753-0064
山口市神田町２-18
TEL 083-922-3268

◆�組合運営・組合制度と
組合事務管理の実務

・組合制度について
・組合事業の運営と事務局の機能
・行政庁への届出書類作成上の留意点
・変更登記の実務　他
講師：山口県中小企業団体中央会
　　　下関支所長
� 山根　東一郎
平成30年11月20日㈫
� 13:30〜16:00
山口県健康づくりセンター　第２研修室
〒753-0814　山口市吉敷下東３-１-１

（山口県総合保健会館内）
TEL 083-934-2200

　10月24日、山口市「ホテルかめ福」で自由民主党山口県支部連合会の「政策聴問会」が開催
され、本会より要望書を提出し、寺田専務理事より意見を申し述べました。
　要望項目は、「中央会予算の確保・充実」、「企業組合に対する支援の拡充・強化」、「ものづく
り等補助金の継続」、「移動中央会における個別要望の実現」など全９項目です。
　特に、このうち、昨年度に引き続き県内各地で開催した「移動中央会」で会員の皆様から意
見をいただいた「軽油引取税の即刻廃止」、「インバウンド観光等に対応したキャッシュレス端
末機導入に対する支援」、「コンクリート舗
装の施工箇所及び施工延長の拡大」、「山陰
自動車道（長門俵山道路）などの県内自動
車道の整備促進」、「屋根瓦耐震対策に対す
る補助制度の創設」など22項目について、
「移動中央会における個別要望の実現」と
して取りまとめ、重点要望を行いました。
　引き続き本会では、その実現に向け、国
等に対する要望についても、全国中央会等
を通じ働きかけていくこととしています。

「自由民主党山口県連政策聴問会」にて要望書を提出
山口県中小企業団体中央会

定員
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【日　　時】　平成30年12月５日㈬　15:00〜18:30
【会　　場】　山口グランドホテル
　　　　　　山口市小郡黄金町１－１　TEL：083-972-7777　
【内　　容】　�第一部　講演会　15:00〜16:30 
　　　　　　「ブランド　一度衰退したブランドをいかに立て直したか」
　　　　　　　講師：株式会社リーダーシップコンサルティング　代表　岩田　松雄　氏
　　　　　　�第二部　交流会　17:00〜18:30�　組合や企業との貴重な交流の場です。

ものづくり補助金の展示会　12:00〜17:00
　平成24年度補正ものづくり中小企業・小規模事業者試作開発等支援補助金から平成28年度
補正革新的ものづくり・商業・サービス開発支援補助金に取り組まれた事業者の成果を広く
発表し、ビジネス連携や商談に繋げる事を目的に同時開催します。　

【お問合せ】　山口県中小企業団体中央会　連携支援第一課　前田・田中　TEL：083－922－2606

お知らせ

トップセミナー
組合等の代表者向けのセミナーを開催します！

山口県中小企業団体中央会

元スターバックスコーヒージャパン㈱代表
取締役最高経営責任者。次々に改革を実行
し、業績を向上。日本に数少ない “専門経
営者” として確固たる実績を上げてきた。
2013年にリーダー育成のための㈱リーダー
シップコンサルティング設立。

　空き店舗情報の検索等が可能となるホームページ「やまぐち空
き店舗バンク（通称：BE FOUND）」をご活用ください！

【お問い合せ】
店舗活用創業応援センター
（山口県商店街振興組合連合会内　担当 ：水野）
山口市中央四丁目５番16号　山口県商工会館
TEL　083−922−2606

〈創業支援情報〉
首都圏在住者向け創業セミナー

「創業するなら山口県　〜おいしい創業やまぐち〜」開催のお知らせ

　「山口県に住んでみたい」、「山口県でビジネスを立ち上げたい」と思っている方のため
のイベント「創業するなら山口県〜おいしい創業やまぐち〜」を今年度も開催します。

１　日　時　平成30年11月９日㈮ 18:30〜21:00
２　場　所　LEAGUE 有楽町
　　　　　　（東京都千代田区有楽町２－10－１ 東京交通会館ビル６F）
３　参加費　無料
４　定　員　20名
５　セミナープログラム（予定）
　　　18:30〜20:00　ゲスト講演、パネルディスカッション、行政支援制度など
　　　20:00〜21:00　山口県産の食材を使用した交流会、個別相談会
６　お問い合せ先
　　　（公財）やまぐち産業振興財団（担当：弓崎・澁谷）　TEL 083－922－3700

「やまぐち空き店舗バンク（通称：BE FOUND）」をご活用ください！
平成30年度空き店舗活用創業促進事業

http://be-found.jp



山口県中小企業団体中央会
〒753-0074　山口市中央４丁目５番16号　山口県商工会館６階
☎ 083-922-2606　 Fax 083-925-1860
HP http://axis.or.jp/
印刷製本　株式会社�桜プリント社

　お二人は、組合事務局として酵母の共同生産、酒造用原料米の共同購入、販路
拡大のため毎年、首都圏や関西圏で県産食材と日本酒を楽しむイベントの実施など
多岐にわたる事業をサポートしてこられました。
　このような活動が実を結び県内の蔵元が2017年度に出荷した日本酒が11年連続で
前年を上回り近年では海外での人気も高まっています。
　「これは若手酒造家が中心となり、切磋琢磨して酒質の向上に取り組んだ結果で
あり、何より山口の地酒をご愛飲くださる多くの皆様のお蔭だと思います。私たち
も現状に満足せず、日本酒離れが顕著な若者や女性に対し日本酒の豆知識や飲み
方を提案していくなど新たなファンづくりに取り組んでいきたいと思います！」と笑
顔で語っていただきました。

☆山口県酒造協同組合
理事長　山縣　俊郎

〒754−0001　山口市小郡上郷1755－１　　☎083−973−1710
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